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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第48期
第３四半期
連結累計期間

第49期
第３四半期
連結累計期間

第48期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 3,578,683 3,695,136 4,878,888

経常利益 (千円) 111,589 103,888 148,776

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 87,330 77,979 134,164

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 124,609 71,151 186,257

純資産額 (千円) 2,396,499 2,503,870 2,458,126

総資産額 (千円) 4,887,226 4,854,158 4,949,674

１株当たり四半期(当期) 純利益
金額

(円) 17.19 15.35 26.40

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 49.04 51.58 49.66
 

 

回次
第48期
第３四半期
連結会計期間

第49期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日

1株当たり四半期純利益金額 (円) 5.09 4.62
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期(当期)純利益」を「親会社株主に帰属する四半期(当期)純利益」としております。

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

 
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況　

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国をはじめとする新興国経済の減速、原油価格の下落等、

景気の先行きについては不透明感が広がりつつあるものの、政府の経済政策や日銀の金融政策の下支えにより、企

業収益や雇用環境が改善するなど、緩やかな回復基調が継続しました。

当社グループの主力市場である半導体製造装置関連及び産業用エレクトロニクス業界におきましては、高機能ス

マートフォンや車載関連向け需要は堅調に推移したものの、パソコンや普及価格帯のスマートフォン関連の需要が

鈍化し、全体として受注環境は厳しい状況で推移しました。

このような状況の中、当社グループにおきましては、電子商取引を中心とするネットビジネスと情報ネットワー

クを活用したサービスの提供を主要な柱とする新しいビジネスモデルの構築と人材の育成・強化を図る経営改革を

実現するため、経営・組織体制の整備を行い、営業力の強化・新商材の開拓に取り組んでおります。

当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高3,695百万円(前年同四半期比3.3％増）、営業利益88百万円(前年同

四半期比15.8％減）、経常利益103百万円(前年同四半期比6.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益77百万円

(前年同四半期比10.7％減)となりました。

　なお、当社グループは単一セグメントのため、セグメント別の記載は行っておりません。

（２）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、4,854百万円（前連結会計年度末比95百万円、1.9％減）となり

ました。

流動資産は2,500百万円で、前連結会計年度末に比べ70百万円減少いたしました。主として現金及び預金の減少に

よるものです。

固定資産は2,353百万円で、前連結会計年度末に比べ25百万円減少いたしました。主として設備等の減価償却によ

る減少によるものです。

負債は、2,350百万円（前連結会計年度末比141百万円、5.7％減）となりました。

流動負債は2,037百万円で、前連結会計年度末に比べ94百万円減少いたしました。主として短期借入金の減少によ

るものです。

固定負債は312百万円で、前連結会計年度末に比べ47百万円減少いたしました。主として長期借入金の減少による

ものです。

純資産は、利益剰余金の増加により、2,503百万円（前連結会計年度末比45百万円、1.9％増）となりました。

EDINET提出書類

株式会社栄電子(E02878)

四半期報告書

 3/16



 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

（４）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成27年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年2月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,090,000 5,090,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード）

単元株式数は、
1,000株であります。

計 5,090,000 5,090,000 ― ―
 

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年10月１日～
平成27年12月31日

― 5,090,000 ― 500,000 ― 372,500
 

 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができないことから、直前の基準日である平成27年９月30日の株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成27年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
 普通株式 　　8,000

― ―

完全議決権株式(その他)  普通株式 5,066,000 5,066 ―

単元未満株式  普通株式   16,000 ― ―

発行済株式総数           5,090,000 ― ―

総株主の議決権 ― 5,066 ―
 

 

② 【自己株式等】

平成27年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社栄電子

東京都千代田区外神田
二丁目９番10号

8,000 ― 8,000 0.16

計 ― 8,000 ― 8,000 0.16
 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成27年10月１日から平成

27年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 724,344 640,605

  受取手形及び売掛金 1,471,478 ※  1,440,392

  電子記録債権 - 28,993

  商品 350,232 370,686

  繰延税金資産 19,496 9,744

  その他 8,225 12,815

  貸倒引当金 △3,176 △2,894

  流動資産合計 2,570,601 2,500,341

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 589,367 571,284

   土地 1,170,924 1,170,924

   その他（純額） 10,834 8,832

   有形固定資産合計 1,771,125 1,751,041

  無形固定資産 43,075 39,952

  投資その他の資産   

   投資有価証券 528,364 522,181

   その他 68,704 73,928

   貸倒引当金 △32,196 △33,288

   投資その他の資産合計 564,872 562,822

  固定資産合計 2,379,073 2,353,816

 資産合計 4,949,674 4,854,158

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,134,597 ※  1,186,937

  短期借入金 800,000 700,000

  1年内返済予定の長期借入金 60,000 60,000

  未払法人税等 24,688 6,499

  賞与引当金 22,932 14,592

  その他 89,585 69,739

  流動負債合計 2,131,803 2,037,769

 固定負債   

  長期借入金 205,000 160,000

  繰延税金負債 116,204 115,870

  退職給付に係る負債 21,588 22,194

  その他 16,952 14,453

  固定負債合計 359,745 312,518

 負債合計 2,491,548 2,350,287
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 500,000 500,000

  資本剰余金 372,500 372,500

  利益剰余金 1,458,601 1,511,174

  自己株式 △3,828 △3,828

  株主資本合計 2,327,272 2,379,845

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 126,437 121,587

  為替換算調整勘定 4,415 2,437

  その他の包括利益累計額合計 130,853 124,024

 純資産合計 2,458,126 2,503,870

負債純資産合計 4,949,674 4,854,158
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 3,578,683 3,695,136

売上原価 2,941,111 3,056,876

売上総利益 637,571 638,259

販売費及び一般管理費 532,086 549,461

営業利益 105,485 88,797

営業外収益   

 受取利息 54 4

 受取配当金 9,696 10,884

 不動産賃貸料 1,482 1,482

 仕入割引 3,091 1,880

 持分法による投資利益 - 7,589

 会員権預託金返還益 - 3,100

 その他 3,309 3,408

 営業外収益合計 17,634 28,350

営業外費用   

 支払利息 8,648 7,675

 不動産賃貸費用 1,126 1,337

 借地権償却費 - 2,702

 持分法による投資損失 1,641 -

 その他 114 1,543

 営業外費用合計 11,530 13,259

経常利益 111,589 103,888

税金等調整前四半期純利益 111,589 103,888

法人税、住民税及び事業税 23,482 17,617

法人税等調整額 777 8,291

法人税等合計 24,259 25,909

四半期純利益 87,330 77,979

親会社株主に帰属する四半期純利益 87,330 77,979
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 87,330 77,979

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 37,745 △4,850

 持分法適用会社に対する持分相当額 △466 △1,977

 その他の包括利益合計 37,279 △6,828

四半期包括利益 124,609 71,151

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 124,609 71,151

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

 
当第３四半期連結累計期間

(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

 
「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、

四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

受取手形 －千円 37,219千円

支払手形 －千円 88,001千円

   
 

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。　

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日)

減価償却費 34,963千円 22,816千円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．配当金支払額

　　　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。　

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 25,407 5.00 平成27年３月31日平成27年６月29日 利益剰余金
 

　　　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

当社グループの事業は、産業用一般電子部品、電子機器の販売を行っており、事業区分としては、単一のセグ

メントであり、開示対象となるセグメントはありませんので記載を省略しております。

 

当第３四半期連結累計期間(自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日)

当社グループの事業は、産業用一般電子部品、電子機器の販売を行っており、事業区分としては、単一のセグ

メントであり、開示対象となるセグメントはありませんので記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 17円19銭 15円35銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 87,330 77,979

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

87,330 77,979

普通株式の期中平均株式数(株) 5,081,674 5,081,409
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年２月８日

株式会社栄電子

取締役会  御中

 

東陽監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   石   戸   喜   二   印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   平   井       肇　   印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   早　　﨑   　 信     印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社栄電子

の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成27年10月１日から平成27

年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社栄電子及び連結子会社の平成27年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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